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第２部
シンポジウム
オリンピック・パラリンピックのレガシー
－リオ2016から東京 2020 へ－
シンポジスト ： 鈴木大地（スポーツ庁長官/ソウルオリンピック金メダリスト）
  伊調　馨（ALSOK/ アテネ・北京・ロンドン・リオオリンピック金メダリスト）
  山本　篤（スズキ浜松アスリートクラブ／北京・リオパラリンピック銀メダリスト） 
  馳　　浩（前文部科学大臣／オリンピアン）
コーディネーター ： 佐藤　満（経営学部教授／ソウルオリンピック金メダリスト）
齋藤　8月にリオデジャネイロ2016オリンピ
ック・パラリンピック大会が幕を閉じました。
前回のロンドン2012大会同様に、日本選手の
活躍は目覚ましく、各種のメディアを連日にぎ
わせて、私たちはその活躍に大いに勇気づけら
れました。
　「スポーツが持つ力は、夢や勇気や感動を与
えることは言うまでもない。さらに一歩踏み込
み、スポーツの持つ力を社会的な価値と捉え、
伝え、レガシーとすることには大きな意味があ
る」、これは4年前に伊調さんがこちらに来られ
たときのシンポジウムで取りまとめたメッセ
ージです。スポーツの力を考え、スポーツを通
じた社会開発、そこでこの話がありました。4
年経ちましたが、それからどのようにオリンピ
ックに関わっておられるでしょうか。
　それではシンポジウムに移り、皆さまに登壇
いただきます。どうぞステージにお上がりくだ
さい。会場の皆さま、大きな拍手をお願いしま
す。
　馳前文部科学大臣にも登壇いただきました
が、佐藤満先生とタッグを組んでもらうことに
なりました。どうぞよろしくお願いします。今、
佐藤満先生にバトンタッチをする準備をして
います。
　シンポジウムに先立ち、専修大学より花束
を贈りたいと思います。まず、オリンピック4連
覇、さらに国民栄誉賞を受賞された伊調馨さん
に花束を贈呈します。続いて、パラリンピック
で銀メダルを獲得された山本篤さんに花束を
贈呈します。佐藤満先生と馳先生には花束が
ないのかと言われる前に、サイズは少し小さい
ですが用意しました。馳先生はロサンゼルス
オリンピックに出場されています。佐藤満先生
は28年前のソウルオリンピック金メダリスト
です。
佐藤　皆さん、こんにちは。28年前の大昔の
金メダリストです。よろしくお願いします。紹
介のシナリオが少し入れ替わりました。馳先生
は私が紹介して登壇する予定でしたが、すで
に紹介され、すでに目の前に来られています。
　スライドを流しながら、改めてシンポジスト
の皆様を紹介致します。鈴木大地スポーツ庁
長官です。続いて伊調馨選手、4大会連続オリ
ンピック金メダリストです。そしてリオデジャ
ネイロパラリンピック銀メダリスト、また北京
パラリンピック銀メダリストの山本篤選手で
す。山本選手は名前が変わりましたね。
山本　はい。
佐藤　最近、結婚されました。おめでとうござ
います。名前が山本から神戸に変わりました。
住所が変わったわけではなく、名前が神戸に
なりました（笑）。
山本　名前が変わりました。
佐藤　改めておめでとうございます。それでは
馳先生を紹介します。馳先生はスライドがあ
りません。先ほどのご紹介でもあったように前
文部科学大臣ですが、大臣の前までは長い間、
母校専修大学レスリング部監督でした。現在
は名誉監督として、また国会議員としてスポー
ツの法律を含めた立法の分野でも一生懸命頑
張られています。東京オリンピック、パラリン
ピックの招致に多大な貢献をされ、また1961
年に制定されたスポーツ振興法から５０年振
りのスポーツ基本法の制定にもご尽力されて
きました。
馳　実は、スポーツ基本法は議員立法ででき
ています。超党派で、自由民主党から共産党ま
で代表者が集まって議論をして、専門家の皆
さんに意見をもらって作ったのがスポーツ基
本法です。今、同じような枠組みで国会に超党
派のスポーツ議員連盟がありますが、アンチド
ーピング対策法を来年の通常国会に間に合う
ように作成中です。こういったことも支援して
ほしいと思います。ありがとうございます。
佐藤　ありがとうございます。本日は本当に素
晴らしいゲストを迎えました。それではシンポ
ジウムを始めたいと思います。テーマは、『オ
リンピック・パラリンピックは何を遺すか』と
いうことで、選手の立場から伊調さん、山本さ
ん、行政の立場から鈴木大地スポーツ庁長官、
そして、馳浩前文部科学大臣からいろいろお
話を聞きたいと思います。
テーマ１：
「リオ2016オリパラはどのような大会
だったか」
佐藤　テーマ1として、オリンピック、パラリン
ピックがどのような大会だったか、まず伊調選
手から聞きたいと思います。オリンピック4連
覇され、皆さんもご存じのように1週間前に国
民栄誉賞を受賞されました。レスリング関係者
の私も大変嬉しく思っていますが、あらためて
リオデジャネイロオリンピックを振り返ってど
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うですか。試合内容も含めて皆さんにお聞か
せください。
伊調　試合内容だけで言えば5点ぐらいです。
体調が悪かったわけではありませんし、緊張も
特にありませんでしたが、今思うと身体は感じ
ていたのかもしれません。4連覇という重圧も
少なからずあったと思います。まだ満足してい
ませんし、出し切れなかった技もあって今でも
悔しい気持ちが残っていますし、もっと練習し
たいという気持ちでいるのも確かなので、これ
からもいろいろ追及していけたらいいと思っ
ています。
佐藤　5点で4連覇されました。おかしくない
でしょうか。私は100点満点でやっと1個取っ
たのに、5点で4個取ったのですね（笑）。金メ
ダルを取ったときはどのような心境でしたか。
伊調　映像で見ても喜んでいないので、ガッ
ツポーズもやったという気持ちではなかった
です。もっといいレスリングができたと反省し
ています。
佐藤　なるほど。長官は会場で見ていましたか。
鈴木　会場で見ていました。最後の方までポ
イントを奪われてリ ドーされていました。大丈
夫かと思ってはらはらしていましたが、レスリ
ングの専門家が隣にいて、「大丈夫だ。大丈夫
だ。最後の30秒だ」と言っていました。本当
にそのとおりになったので、感激して血管が切
れそうになりました（笑）。
馳　私も皆さんと同じように、大丈夫かという
部分と、普段から残り30秒間で必ずポイント
を奪うし、同時にそれを実現できる普段からの
追い込んだ練習もしてきたので安心はしてい
ました。しかし、さすがに今回は残り5秒だっ
たので、本当に大丈夫だろうかという心配はあ
りました。
佐藤　そうですね。佐藤満が指導していたら
怒っていたはずですが、それでも期待通りと言
うか本当に4連覇という素晴らしい偉業を成
し遂げました。伊調選手にあらためて拍手をお
願いします。
　それでは山本選手に聞きます。自己記録、
6m62cm跳んでの銀メダルでしたが、金メダ
ルとの差がわずか8センチでした。今回、自己
記録を出した大会でしたが、山本選手にとって
はどうでしたか。
山本　金メダルを目指してやってきた中での
銀メダルだったので、悔しい気持ちが一番強
かったです。けれども強い選手が3人いて、メ
ダルはほぼ決まっている状態でした。その中で
どれだけ勝負ができるかで、3位の選手とも5
センチの差でした。ですから、本当にきわどい
接戦になることが分かっていましたし、今回は
そういう中で銀が取れたことは帰って来てか
ら嬉しい気持ちになりました。メダルを持って
帰って来ると、多くの人が「おめでとう」という
言葉で迎えてくれるので、そういう意味ではと
ても良かったです。
　また、今回初めてパラリンピックが生放送
になりました。ダイジェストで跳んだところだ
けを見ると、2位だった、すごいとなるかもしれ
ません。しかし、1本目、2本目がファウルで、
3本目もファウルだとそこで終わってしまうの
で、多分見ている人たちはひやひやしているだ
ろうと思っていました。僕自身は全然ひやひや
していなくて、本当に少しのファウルだったの
で、少しだけ修正すれば必ずいいジャンプが
できると確信を持っていました。そういう意味
では、パラリンピック自体を一緒に楽しめた大
会になったと思いました。
佐藤　4本目の自己タイ記録を出した瞬間は
どうでしたか。
山本　飛んだ瞬間は自分でもいいジャンプが
できたと思ったので、飛び終わった後にガッツ
ポーズも出ました。1位になっているかと思い
ましたが、順位を見たら2位でした。上の選手
が6m70cmを跳んでいることを知りませんで
した。僕自身は他の選手の記録を全く見てい
なくて、自分のパフォーマンスを出すことに集
中していました。そういう意味からここで2位
なので、今日の状態ならあと8センチはいける
だろうと思いました。そしてその後の跳躍に臨
みましたが、なかなか伸ばすことができずに2
位という結果になりました。
佐藤　結果として2位でしたが、素晴らしい試
合で感動しました。長官は見ていましたか。
鈴木　見ていました。われわれが見られる所は
決まっていて、それがバックスタンド側で遠か
ったですが、声をからして一生懸命応援しまし
た。言われたとおり、最初は記録が出ませんで
した。大丈夫かと思って、取りあえず1本飛べ
ばほっとするだろうと思っていました。大ジャ
飯田 義明
鈴木 大地 伊調　馨 山本　篤 馳　浩
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ンプをしたときも、あと8センチほどで銀メダ
ルになって、こちらが非常に悔しい思いをしま
した。
　その後、私はずっと山本選手を追っていまし
たが、全部終わってから金メダルを取った人と
10秒ぐらい抱き合っていました。随分長いな
と思いました。後で、あの時に何を話したのか
聞くと、とてもいい話でした。ご自身から言っ
てください。
山本　今回はその選手が金メダルを取りまし
たが、「次回はおまえの生まれた国でやるだろ
う。4年間やって、おまえが東京で金を取れ」
と言われました。
佐藤　いい話ですね、前大臣。
馳　こういう話を聞くと、4年後に向けて本当
に皆で盛り上げていかなければとあらためて
思います。
佐藤　そうですね。長官は、今回は「長官」と
言う立場で行かれましたが、前回は水泳の「会
長」として行かれました。ご自身も水泳で金メ
ダルを取っていらっしゃいますが、今回も水泳
選手が非常に活躍しました。その辺りを皆さん
にお話しください。
鈴木　今回は選手だけでも300人を超えまし
たが、オリンピック、パラリンピックの期間は
一つのチームです。まず、日本のお家芸である
3競技の水泳と柔道と体操が前半から始まり
ます。金メダルの第1号が、たまたまというか、
運よく水泳が獲得し、水泳の関係者として大
変嬉しかたですし、これで日本選手団全体が
非常に活気づく打ち上げ花火のようになって、
本当に良かったと思います。
　競技は違っても同胞の活躍を見ると、多分、
勇気づけられるものがあると思います。そうい
う意味では、チームとしていいスタ トーが切れ
たと思います。
佐藤　水泳は活躍しましたが、前大臣はレス
リング協会副会長もされていますので、レスリ
ングについてお願いします。
馳　レスリングはオリンピックの時だけ注目
を浴びるとずっと言われてきましたが、こうし
て吉田沙保里さんと伊調馨さんのようにコン
スタントに金メダルを狙える選手を輩出して
いる競技団体ということで、今回は非常に注目
を浴びたと思います。
　違った観点で一つ言いたいのは、オリンピ
ックが終わった後に、選手の皆さんはバラエテ
ィー番組やいろいろな番組に出演しています。
選手の皆さんは本当に素直な性格だし、伊調
さんや吉田さん、その他メダリストの話を聞い
て、こういう努力をしたのだと理解してもらえ
たと思います。ただ僕は日本全体がトップレベ
ルのアスリ トーばかりではなく、普段からどう
いうトレーニングや考え方、モチベーションで
やっているかということを伝え続けることに
意味があると思っています。大学という場です
が、伊調さんの話を直接聞くことなどで、この
人柄に触れて、われわれはそれぞれの立場で
挑戦し限界を超えてできると自信を持っても
らえればいいと思います。
佐藤　さすがに大臣になられた方は違いますね。
馳　俺のことはいいんだよ。（会場笑）
テーマ２：
「今までの大会と2016リオ大会の違
いは？」
「それぞれの大会に臨むにあたっての
モチベーション、環境などは？」
佐藤　それでは次のテーマにいきます。今ま
での大会と2016年リオデジャネイロ大会の
違いはどうでしたか。伊調選手も山本選手も
今回だけではありません。山本選手は2004
年のアテネでは標準記録を突破できず出場を
逃したあと、パンフレットの紹介でもあります
が、パラリンピック出場を目標に大阪体育大
学に入学されました。そして日本代表になった
2008年の北京オリンピックの幅跳びでは見
事に銀メダルを獲得して日本パランピック陸
上界初のメダリストとなりました。2012年ロ
ンドンは陸上のキャプテンを務め、今回のリオ
デジャネイロでは再びメダルを獲得しました。
それぞれの大会での環境などの変化を経験し
てきたと思いますが、その辺りを皆さんに話し
てください。
山本　一番変わったのは、メダルは音がする
ようになったことです。北京の時まだなくて、
点字はもともと付いていましたが、そこが大き
く変わったし斬新だと思いました。あとはテレ
ビ放送です。多分、2020東京に向けて民放各
局がいろいろ放送してくれるようになったし、
NHKは生中継になりました。今まではメダル
を取った選手だけをダイジェストで流してい
ました。あとは、インターネットの普及により、
テレビではなくても各サイトでライブストリー
ミングという形を使い生で見られるようにな
り、メディアに出る回数が非常に増えました。
　あとは、アテネまでは観客の数がすごく少な
かったですが、北京から非常に増えました。北
京、ロンドンと経験した時にはたくさんの観客
が入っていました。今回は前評判ではチケット
が全く売れていないから全く入らないのでは
ないかという状況で、僕たちは選手村入りしま
した。しかし、ふたを開けてみると、満員には
なっていませんが、週末は結構多くの観客が
いました。僕の幅跳びは土曜日の朝一番でし
たが、それでもバックスタンドがいっぱいにな
るぐらいのお客さんがいたので、そういう意味
ではどんどん盛り上がっていると感じました。
佐藤　ありがとうございます。長官もいらっし
ゃいましたが、そのときの盛り上がりはどうで
したか。
鈴木　当時、チケットが20パーセントぐらい
しか売れていないと言われて、がらがらで寂し
いのかと思いましたが、実際は結構入っていま
した。ブラジルの国民性か、自分の国が出てい
ないにもかかわらず、結構騒いで応援して、雰
囲気も非常に良かったです。日本もこういう大
会にしなければいけないと思いました。
　細かい話をすると、オリンピックに比べると
チケットが安くて、10分の1ぐらいのようです。
オリンピックのチケットには手が届かないよ
うな人たちも、家族連れでかなり来ていた印象
佐藤　満
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を持ちました。選手としては、いくら払って見
にきてもらおうが、満員の中でプレーするのが
一番の幸せだと思うので、選手にとっては本当
にやりやすかったのではないかと思います。ブ
ラジルは大変な親日国ということもあって、皆
さんが日本の応援をしてくれていたように感
じました。そういう意味では、日本人にとって
も良い大会だったのではないですか。
佐藤　今日ご来場の皆さんには、東京におい
ても、オリンピックだけではなく、パラリンピッ
クにも是非多くの皆さんが応援に行けること
を期待しています。
馳　メディアに取り上げられた理由は二つあ
ります。実は、今回のオリンピック、パラリンピ
ックの前に、国会のスポーツ議員連盟で、NHK
をはじめ民放の皆さんにはオリンピックだけ
でなく、パラリンピックもできるだけ生で中継
して下さいと要望しました。これが1点目です。
　2点目は、パナソニックがコマーシャルを頑
張ってくれました。今までは片足がない、腕が
ないという人をコマーシャルで使うと、差別し
ているのではないか、良くないのではないかと
いう印象がありました。しかし、そうではない、
アスリートだという認識でどんどん露出を増
やして下さいというお願いをしました。
　また、オリンピックが終わった後の合同パレ
ドーも、最初はJOCだけという話がありました
が、それは勘弁してくれと言いました。オリン
ピックの選手も、パラリンピックの選手も同列
に扱って欲しいと言うことで合同のパレード
にしてもらいました。そのことによって、マスコ
ミの皆さんにも、それを見ている国民の皆さん
にも、両方アスリートとして尊敬し、応援する
に足りるという印象を持って頂けたので、我々
はこれからもバックアップしていかなければ
いけないと思っています。
佐藤　今年の銀座のパレードは80万人の観
衆が集まりました。4年前のパレードは、まだ
パラリンピックの選手が試合をしているとき
でした。原因としては、オリンピックが文部科
学省、パラリンピックが厚生労働省と二つに
分かれていたからです。スポーツ庁が出来てそ
れがひとつになり、鈴木大地長官や馳浩前大
臣のご尽力により合同の銀座パレードが実現
しました。
馳　鈴木長官になって、スポーツ庁で障がい
者スポーツも取り扱うようになりました。残念
ながら、それまでは厚生労働省管轄のリハビリ
扱いでした。これを競技としてしっかり認めて、
世間にも企業の皆さんにもスポンサーになっ
てもらえるようになったので、鈴木長官の功績
は本当に大きいです。ありがとうございます。
佐藤　大会の雰囲気としては、選手村の生活
が大変重要かと思います。選手村を4大会経
験されている伊調選手はどうですか。
テーマ３：
「選手村の生活については？」
伊調　女子レスリングはアテネから採用され
て今回で4大会目でしたが、アテネに比べたら
今のサポートの充実は本当にすごいと思いま
す。アテネの頃はずっと選手村にいて、食事も
選手村だし、練習会場は遠いし、マッサージも
JOC関係の人にお願いしていました。今は、レ
スリングは本当に期待されている競技なので、
練習場も準備してもらい、「ハイ・パフォーマ
ンス・センター」で毎日日本食を食べられるし、
お風呂にも毎日入れて、マッサージも受けられ
ます。本当にメダルを取るための充実した施設
を提供してもらっていると、ロンドンから感じ
ました。そのおかげでコンディショニングも良
く、金メダルが取れたと思います。
　今までは日本の女子が圧倒的に強かったの
ですが、世界との差はどんどん縮まっていま
す。差を広げるためにも、これから戦っていく
選手に対してもっとできるサポ トーがあると思
いますので、これからもよろしくお願いします。
佐藤　もっと何か話したい人がずっと私を見
つめています（笑）。どうぞ。
馳　実は我が専修大学も大きな貢献をしてい
ることを話そうと思いました。今、専修大学文
学部の久木留毅教授を日本スポーツ振興セン
ターに配属させて頂いております。東京オリン
ピックまでの5年間ですが、学長、理事長に大
変お世話になったことをお礼申し上げます。
　久木留教授は世界を駆け巡って情報を収集
している情報戦略の専門家です。例えばコン
ディショニングは、普段の練習だけではなく、
大会に入ってからの最終調整、選手村の内外
の環境なども影響します。また、コーチの指
導において技術的指導もあれば精神的指導な
どもあるし、マッサージでのケアなどもありま
す。おそらく伊調さんの場合は、安心して臨む
ために友達や家族がそばにいた方が、普段と
同様に力が出せるでしょう。それら多方面にわ
たる環境が全て競技力強化に結び付くという
ことで取り組んでもらいました。
　久木留教授にはスポーツ政策の面において
も、鈴木プランを作るメンバーであり、その原
動力にもなってもらっています。また、佐藤満
先生にはスポーツ庁のスポーツ審議会のメン
バーに入ってもらっています。専修大学に大
変お世話になっていることにお礼を申し上げ
ます。
佐藤　先ほど、ハイ・パフォーマンス・センタ
ーの話がありましたが、2010年広州のアジア
大会で試験的に行いました。そこでいろいろ
な調査をして、モニタリングをして、結果的に
選手村に近い場所でなければいけないとなり
ました。ロンドンオリンピックでは、選手村の
近くに初めて「マルチサポ トーハウス」が設置
されました。
　そのロンドンオリンピックで伊調選手は試
合3日前に怪我をしまして、足首の靭帯を2本
半部分断裂しました。本来は試合に出場出来
ない状態でしたが、ドクターからの処置とマル
チサポ トーハウスにおけるケアのおかげで、一
番良い試合が出来ました。相当追い込まれて
いるはずなのに、平然としている彼女のその図
太さは凄いなと感じました。
　そういう中で、ロンドンのサポ トーハウス、リ
オデジャネイロのハイ・パフォーマンス・セン
ターの役割は非常に大きいです。史上最多の
メダルを更新出来たのも、この日本のサポ トー
環境があったということもご理解頂ければと
思います。
テーマ４：
「鈴木プラン」
「日本スポーツ界の現状について・・・
それぞれの立場から」
佐藤　先ほど基調講演で鈴木プランを話され
ましたが、競技力向上のための支援方針とし
て６つの持続可能な支援体制を掲げました。
我々の時代にもあったら、多分、金をもっと取
っていたのかなあと思いますが、どうですか。
鈴木　環境は間違いなく今のほうが良くなって
います。ただ、もしかするとそれに伴ってプレッ
シャーも我々の時代よりも大きいかもしれませ
ん。それぞれの時代ですから、仕方ありません。
佐藤　鈴木プランは、東京2020のレガシーと
して残っていくと思います。馳先生は国政に携
わられて、この鈴木プランの後押しをされてい
ると思うのですが、どうですか。
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馳　鈴木プランは非常に大きな意味を持って
います。競技力の強化だけではなく、その後押
しをする態勢を、スポーツ関係団体の皆で協
力して整えようというものです。今まではばら
ばらでした。今、スポーツ庁長官のもとで、JOC
日本オリンピック委員会会長の竹田さん、JPC
日本パラリンピック委員会会長の鳥原さん、
JSC日本スポーツ振興センター理事長の大東
さん、そして、日本体育協会会長の張さんが毎
月集まって、お互いの情報を持ち寄り、選手や
団体をどのように運営したらより効果が上が
るかということを一本化することになりまし
た。
　従って、スポーツ庁の鈴木長官のもとで政
策的に一元化できることになったことが、東京
オリンピックに向けての一つのレガシーです
し、広報などを通じてそのことを多くの国民の
皆さんに理解してほしいと思います。先ほど、
長官は予算のことを言われましたが、totoの支
援がなければ駄目です。totoの売り上げもよう
やく1000億円を超えるようになりましたが、
その売り上げをさらに伸ばして、トップアスリ
トーばかりではなく、頑張っている地方のスポ
ーツ施設や指導者を応援していくことが我々
の仕事だと信じています。
佐藤　山本選手、先ほどの話もそうですが、
今、パラリンピックは本当に注目を浴びてきて
います。今回、大変助かったことや今後の要望
などを話してください。
山本　今回、私たちにとっても初めてハイ・パ
フォーマンス・センターが選手村の近くに設置
されました。日本では毎日お風呂に入っていま
すが、選手村には湯船がなかったので、ハイ・
パフォーマンス・センターに行って、湯船に漬
かってリラックスしたことがメダルにつなが
ったと感じています。また食事は短い期間で
あれば大丈夫ですが、パラリンピックは結構長
い期間滞在します。そういう意味で、食事の面
は選手村の中の食堂だけだとたくさんの種類
はありますが、毎回同じような味付けで飽きて
しまいます。食事の中に食べられるものと食べ
られないものがありますが、食べられるものを
選んでいくといつも同じようなメニューにな
るので、食事の面ではオリンピックのようにも
う少し温かいものや味付けがしっかりするこ
とで、違った側面で東京2020の評価につなが
ると思います。
　あとは、大学がより開いてくれることがすご
く大事だと思います。僕の場合は、大阪体育大
学がたまたま義足の選手も受け入れてくれま
した。しかし、すごく議論になったのが、体育
大学で体育の授業はどうするかということで、
先生たちにはいろいろ葛藤があったようです。
僕自身はできることをしていく中で、ほとんど
の授業を一般の学生と同じようにさせてもら
いました。
　したことがないから、分からないからといっ
て閉じてしまうのではなく、1回開けてみてほ
しいです。開けてみたらいろいろなことが分か
ると思います。最初にNTCを使うときも、障が
い者のために造られていないから無理だと言
われましたが、僕たちが使いだしたら、「全然使
えるから、もっとどんどん来て」という話にもな
っています。そういう意味で、日本は何となく
閉じてしまう部分がありますが、それをもっと
オープンにしてほしいです。多分、ほとんどの
大学や施設は大丈夫だと思いますが、前例が
ないからということでやらないのは問題だと
思います。少しでも開いてもらうことが、障が
い者のパラスポーツには大切だと思います。
佐藤　前文部科学大臣、如何でしょうか。
馳　実は私が大臣の時に、一つのプロジェク
トを立ち上げて予算化しました。トップレベル
のアスリートが恒常的に毎年のように誕生し
ていくこと。そして活躍できる場所が日本中の
どこにでもあることが一番いいのではないで
すか。そこで全国の特別支援教育学校をその
拠点にして、そこにいる指導者や先生ばかり
ではなく、地域の障がい者スポーツの指導者、
審判、団体を運営している人、車いすの移動や
試合の準備をする支援者が、日常的に集える
場所にするプロジェクトです。
　また、市営体育館や専修大学もそうですが、
車いすのスポーツを許しているでしょうか。公
立体育館はほとんど管理優先で使ってくれる
なと言ってきます。それをやめようということ
です。少々転んでも、補充材は十分に発達して
いるので、そういう場の設定、彼らが受け入れ
ることのできる運営をこのスペシャルプロジ
ェクトで支援していきたいと思います。
佐藤　ここで本学商学部准教授であります富
川先生からお話を頂ければと思います。現役
時代の富川先生は筑波大学水泳部キャプテ
ン、卒業後はトライアスロンに転向してプロと
してご活躍されました。現在はパラリンピック
対策チームのリーダーに就き、日本のパラトラ
イアスロンのけん引役を担っています。専修
大学の皆さん、専修大学にはたくさんの素晴
らしい先生もいらっしゃいますからね。富川先
生、今回のリオデジャネイロではパラリンピッ
クのトライアスロンのサポートとして如何で
したか。パラリンピックのサポ トーの立場から
現状と今後の課題等をお願いできますか？
富川　素晴らしいゲストの方々の中で、このよ
うに発言させて頂くことに大変恐縮しており
ます。幸いにも私が関わっているトライアスロ
ンは、オリンピックもパラリンピックも一つの
競技団体が統括していて、さまざまな情報が
すぐに取れることで一番サポートしやすい環
境でした。パラリンピックだから、オリンピッ
クだからということで、人や情報などいろいろ
なものの遮断があると思いますが、幸いにして
トライアスロンは私の恩師がオリンピックチ
ームのリーダーをしていたので、悩みがあった
らすぐに聞くことが出来ました。
　また、オリンピックでの選手村の情報も、パ
ラリンピックに入る前に得られました。選手村
や試合会場はこういう状況だとかさまざまな
情報が的確に入り、うまくサポ トーが出来たと
思います。今後はパラスポーツに何が最も必
要かと言いますと、やはり人です。パラスポー
ツに携わる人材はまだまだ少ないような気が
するので、その辺も工夫していってもらえたら
と思います。
佐藤　今、情報の共有、そしてわれわれオリン
ピアンのコーチはたくさんいますが、パラリン
ピアンのコーチはまだまだ少ないのが現状で
す。パラリンピアンに対するサポ トーを富川先
生は一生懸命されていて、指導者を含めた人
材も養成しなければいけないと思います。長
官、その辺はどうですか。
鈴木　言われるとおりで、パラリンピックでは
金メダルがゼロだったという結果を伝えまし
たが、パラリンピックをいろいろ見ていて、各
国がものすごい勢いで強化していて、このまま
だと日本の競技力が伸びることもなかなか難
しいと思いました。というのは、世界の競技レ
ベルがどんどん上がっています。特別支援学
校で体育を担当している先生が継続してパラ
スポーツのコーチになるのも結構ですが、競
技性が上がってきているので、オリンピックの
選手を教えられるぐらいのレベルのより高い
コーチングノウハウを持っている人たちがパ
ラを教えていかないと、これから日本人がパラ
リンピックで活躍するのは難しい状況です。
　今回、水泳はパラリンピックのメダルを何
個か取ってくれましたが、これまでオリンピッ
ク選手を育てたコーチがパラリンピックのコ
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ーチをしており、やはり垣根もなくなっていか
なければいけません。
　今、日本のスポーツの指導をするためには、
日本体育協会の指導者資格が必要です。今後
はもっと見直しながら、要するにスポーツ指導
者の資格を取るということは、健常者であろう
が障がい者であろうが、誰もが教えられるよう
な資格や知識を持つべきだろうということで
す。障がい者のことも含めて、指導者の交通整
理をしながら、より良いものにしていかなけれ
ばいけないと思います。
山本　パラリンピックの競技力が上がってい
るということですが、実際、本当にそうです。僕
たちの幅跳びの競技も今年だけで世界記録を
5回更新しています。5回全部同じ選手かとい
うと違って、僕も1回更新しました。ベスト3
に入った選手で、僕が1回、3位の選手が2回、
1位の選手が2回です。この1年だけでそれだ
け競技力が上がっていて、多分、まだ上がって
いくと思います。そのためには、より高いレベ
ルのコーチが必要になるというのは本当にそ
うだと思います。
馳　二つあります。まず、パラリンピックに関
して言えば、日本サッカー協会が組織の傘の
下に、パラリンピックの団体が入るようになり
ました。もともと日本サッカー協会は潤沢な資
金をたくさん持っていて財政上にも豊かだし、
審判はじめ、全国的に幅広いネットワークがあ
ります。それを使って、障がい者サッカーも支
援していこうという態勢ができました。おそ
らく日本体育協会の仕事になると思いますが、
水泳でも陸上でも同じ競技の障がい者競技団
体を傘の下に入れることによって、オリンピッ
クもパラリンピックも世界トップレベルの指
導ができるように支援していくことが必要だ
と思います。
　もう一つは、伊調さんのこれからの人生に期
待していますが、これだけのトップアスリ トー
が今後どうするかです。もちろん、個人的な結
婚などは置いておいて、自分が競技をすると同
時に指導者としてのトレーニングもしてほし
いと思っています。国内でもいいし、海外に行
ってもいいです。JOCからの派遣事業もあり
ます。私はここまでの競技力を身に付けて、そ
れを恩返ししていく段階に入ったと思います。
海外に行ってトップレベルを指導してもいい
です。女子レスリングに関して言えば、わが国
の指導をしてもいいです。
　また、佐藤先生はロンドンオリンピック強
化委員長として米満選手の金メダルをサポー
トしましたが、国内でもそういう場所がありま
す。特に大学という場所を活用すれば、一つの
場所でかっちり固めるより、いろいろな所でで
きます。伊調さんが一緒に練習をし、伊調さん
がアドバイスをし、伊調さんが相談に乗ること
も、指導者としての一つのノウハウだと思うの
で期待したいと思います。
佐藤　伊調選手は専修大学ですることはあり
ますか。
伊調　可能性はあります。
テーマ５：
「アスリ トーファ スート」
「キャリア、指導者」
佐藤　可能性ありですか。大変嬉しく思いま
す。指導者のアスリ トーファースト、鈴木プラ
ンはまさしく現場を基本に据えて構築された
プランかと思います。鈴木長官が金メダルを
取れた時は、鈴木陽二コーチという名伯楽が
いらっしゃいました。北島康介選手や今回の
金メダルの萩野公介選手には平井伯昌さんが
いました。私自身も高校、大学と素晴らしい指
導者に恵まれて金メダルを取りました。
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　その上でご両人にも同様ですが、山本選手
は指導者との関係はどうですか。
山本　僕自身は、大学に入る前は陸上競技を
知っている指導者に出会うことができません
でした。環境自体も、1人で練習していました。
僕は心が弱いところがあって、仲間がいると一
緒に練習を頑張れますが、1人だと今日はこれ
くらいでいいかという感じで終わることが多
かったです。それでこのままでは駄目だと思っ
て大学に入りました。
　大阪体育大学に入学し、伊藤章先生と出会
いました。その先生は僕自身を大学に絶対入
れたいと思ってくれた先生です。先生と飲みに
行くと、「おまえはどういうふうに走りたいか」
とよく言われました。いつもどういうふうに走
ると一番速いかということを一緒に考えてく
れました。
　僕が日本一になってから、手本になるような
パラスポーツのデータが全くなかったので、ど
ういうふうに道筋をつければいか自分自身で
も分からなくて、データを取って2人で話しな
がら決めていきました。僕自身、大学院に行っ
て動作分析しながら、パラスポーツ、義足の選
手と比べることはできませんが、同じぐらいの
スピードの女子選手がいたり、男子選手がい
たり、自分より速い選手がいたりして、その選
手たちと比べることで、自分が伸びる方向性
の道筋をつけてくれました。僕自身の意見も取
り入れながら、先生の意見も入れながらやるこ
とで、より競技力を伸ばすことができました。
　僕自身、大学に入っていろいろなことを学
びました。もともと中学、高校で陸上競技をし
ていたわけではなく、大学に入って競技を学ん
で、より速くなるためには何をしなければいけ
ないかということを学びました。
佐藤　先ほど、サポートや指導者の重要性を
すごく感じられたと思います。伊調選手は4大
会の中で2大会は大学を所属として金メダル
を取りました。その後は環境を変えて、警視庁
や自衛隊、全日本男子の中で練習を行いまし
た。そして、リオデジャネイロに臨んだと思い
ます。指導者との関係や、指導者に対しての思
いはありますか。
伊調　私はこれまで本当に指導者には恵まれ
ていたと感じています。良い指導者もいました
し、悪い指導者もたくさんいました。もちろん、
佐藤先生のようないい指導者からは、全てにお
いていいものをどんどん吸収して競技力の向
上になってきたと思います。悪い指導者からは
この人のことを嫌いだと思うと、それを自分自
身で吸収していずれ自分が指導者になったと
きにはこういうことをしてはいけないなど、変え
ていかなければいけないということで、いい指
導者も悪い指導者も全て自分の中で消化して、
考え方を変えていければいいと思いました。
馳　実は日本のオリンピックの金メダリスト
出身者で、大学で博士号を持って活躍してい
る人は4人しかいません。ハンマー投げの室伏
さん、柔道の古賀稔彦さん、そして佐藤満と鈴
木大地の4人だけです。
　私はそういう意味で大学に期待しているの
は、オリンピアンであり、トップアスリ トーであ
っても、運動生理学や心理学、栄養、体育につ
いて、きちんとした学術的な学問で選手の指
導にあたってほしいということです。そういう
人材を育成する役割は大学にこそあると思っ
ています。
　と同時に、実はJOCやJPCの皆さんは苦労
しています。かつて、コーチはボランティアで
した。しかし、ボランティアでやっていける時
代ではないので、戦略的にプロフェッショナル
のコーチやトレーナーとして、四六時中選手の
サポートができるシステムを作っていかなけ
ればいけません。そのために財源が必要なこと
は、われわれ政治の責任だと思っています。
鈴木　今、指導者について話してきたのは、オ
リンピックやパラリンピックのトップを極める
選手の指導者のことだと思いますが、実は指
導者にもいろいろなパターンがあります。伊調
さんが子どもの時にレスリングの手ほどきを
したようなコーチがいたかもしれないし、選手
として始まったときに教えた指導者がいるか
もしれません。そして、オリンピックのような
舞台で、90を100にするようなコーチもいたと
思います。
　ですから1人の選手が育つ時に、いろいろな
指導者の影響を受けながらオリンピアンは育
ちます。もっと言うと、幼稚園や小学校の教員
や、周りの大人からいろいろな影響を受けて1
人の選手が育ちます。ですから、指導者といっ
てもその競技の楽しさを教える人もいれば、選
手としての手ほどきを行う人もいれば、最後の
最後、オリンピックの究極の戦いで金メダルを
取らせるようなコーチもいます。
　指導者といってもいろいろあって、選手も
全ての段階の指導者の有難さを十分感じなが
ら、また世間もいろいろな人が教えて1人の選
手が育つことをよく理解して頂き、そして評価
していかなければいけないと思います。
　サッカー協会は、一人の選手が育つ履歴の
中に卒業した中学校も書いています。要する
に最後のおいしいところだけで世間からちや
ほやされるのではなく、その人がどう育ってき
たかも重要です。そして子どもの時代に教えた
人も、大いに誇りに思っていいと思います。全
体として、いろいろな人たちを我々が評価して
盛り上げていくことが、スポーツをもっと奥深
く幅広く捉えることにつながると思います。
佐藤　とてもいい話です。長官も私もJOCの
在外コーチ研修で2年間アメリカに留学しまし
たが、アメリカは必ず自分が始めた当時からの
指導者やクラブを全部紹介します。その辺はこ
れからの日本スポーツの育成からトップ強化
に至るまでのあるべき姿だと私も思います。
　伊調選手がレスリングを始めた時の指導者
は専修大学の卒業生です。お兄さんは私が入
職した時の専修大学のキャプテンでした。伊
調選手はそういった環境の中で、楽しいレスリ
ングを覚えながら、最終的には厳しいトレーニ
ングに取り組んで金メダルを取りました。同
じ指導者でも皆が金メダルを獲得できるわけ
ではありません。もちろん、その指導者との出
会いがなかったら金メダルは獲れなかったか
もしれません。そして両親を含めた家族、小
中高大学、社会人での様々な出会い、たくさん
の周囲のサポ トー、国としてのサポ トーがあっ
て今の活躍があると思いますが、彼らアスリー
ト、タレントが存在なくしてメダルはないのも
事実です。アスリ トーのために我々は何ができ
るのか、支える側としての皆さんが考えること
も東京2020のレガシーになることかと思いま
す。
テーマ６：
「大学スポーツの役割、日本版
NCAA」
佐藤　時間が少し押してきました。テーマとし
て大学のスポーツの役割もありましたが、今年
の8月1日にスポーツ庁が4回目となる「大学
スポーツの振興に関する検討会議」を開催し、
大学スポーツ振興に向けた方策等について検
討を行いました。文部科学大臣直属の会議で
す。日本版NCAAの設置に向けた方向性につ
いて検討されていますが、大学でのシンポジ
ウムですので、このテーマも簡単にご説明頂け
ればと思います。
馳　来年3月にスポーツ基本計画を新たに作
ります。そのベースを鈴木長官のもとで行って
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います。佐藤満教授もそのメンバーに入って
います。今までいろいろな話の中で、大学の役
割が出てきたと思います。
　まず大学の学長を含めた教授会、理事長な
どの経営陣に、学生諸君に一般の授業として
体育を必修化してほしいということです。社会
につながっている学生こそスポーツに取り組
んでほしいということが一つです。
　もう一つは、アメリカではNCAA（全米大学
体育連盟）といって大学スポーツにおける巨
大な組織があります。日本には学連(学生連
盟)という組織があります。これをもっとうま
く組織化すれば、お金にもなるし、大学の宝物
にもなるし、地域の人材や企業まで入ることが
可能になります。今、大学は宝の持ち腐れでは
ないでしょうか。また運営にしてもどちらかと
いうと課外体育課、学生連盟、体育会など小さ
な組織に任せ過ぎて、本来の大学としてのガ
バナンスが十分に利かずもったいないという
ことです。日本的な、日本版NCAA、総合的な
組織をつくった上できちんと運営できればい
いということです。
　この後、鈴木長官が話してくれますが、スポ
ーツ庁から政策と財政の後押しをきちんとする
ことで行ったらいいのではないかと思います。
鈴木　言われるとおり、前大臣のもとで大学
のスポーツ改革を始めていて、今年度中にい
ろいろな意見をまとめていくところです。その
中で、大学のスポーツで儲けるという話も出ま
したが、これは我々が儲けるわけではなく、大
学スポーツで得た収益を基に、大学を含めた
スポーツ施設にさらに投資をすることでスポ
ーツ人口をもっと増やしていきます。人口が増
えればスポーツ産業の拡大にもつながるとい
うことで、スポーツ界が好循環でどんどん大き
くなっていくという話です。儲ける話が先に出
ると、教育現場の方から「何だ、スポーツを金
儲けの道具にするのか」と言われてしまいます
が、その収益を再投資することが目的です。そ
れは確認しなければいけない点です。
　大学のスポーツに関して言えば、アスリ トー
はレベルが上がれば上がるほど孤独になるの
で視野も広くなければいけませんが、突き詰め
ていけばいくほど煮詰まるところがあります。
例えば、大学に来て違うスポーツの人たちと
話をしたり、全く関係のない勉強の学生と話を
したりすることで、また視野が広がったり自分
のやっていることで煮詰まっている時にいい
アイデアをもらえたりします。
　今、日本版NCAAのところでデュアルキャ
リアも添えています。要するに、スポーツだけ
ずっとやっていく中で、自分の専攻を専門的に
勉強していくことが非常にいい気分転換にも
なるということで勧めています。先ほど、私も
佐藤先生もJOCの指導者海外研修事業とし
て海外留学を経験しましたが、私はアメリカの
ハーバ ドー大学に2年間コーチ留学しました。
　全米の優秀な人たちが集まる大学として有
名ですが、その当時も数多くのオリンピック金
メダリストをこのハーバード大学の関係者が
取っていました。勉強は優秀ですが、スポーツ
でも名門大学であり、この秘密は何かというと
勉強も一生懸命に頑張ることです。必ずしも
自分が勉強した分だけ成績が上がるわけでは
ありません。スランプもあります。そういう時
に「俺はスイマーだ」ということで練習に励み
ます。水泳をやっていてもスランプがあって、
成績は右肩上がりでずっと上がっていきませ
ん。そういうときには、「俺はハーバードの学
生だ」ということで、これほど分厚い本を持っ
て試合に行きます。文武両道として取り組み、
逃げではなくスポーツと学業を行き来しなが
ら上手く気分転換をして、最終的に自分の人
間力を高めています。先ほどのデュアルキャリ
アもそうですが、日本のスポーツの価値を高め
るためにはスポーツだけで成績を上げても先
がありません。アスリ トーが社会的にも活躍す
るために、私の反省も踏まえてスポーツも学業
も頑張ることを勧めています。皆さんにもぜひ
勉強してもらいたいと思います。
佐藤　アメリカのNCAAは学生に対して部活
動と勉学を両立せざるを得ない規則を課して
います。一方、日本では一途を尊ぶ文化・慣習
の中で、教育の場においても学生がスポーツ
においても勉学においても二者択一を選択す
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る風潮があります。大学の役割として、ハ ドー
面、ソフト面を含め、今後はもっと幅広く改革
していかなければいけないと私も思います。
テーマ７：
最後に「東京2020に向けて」
佐藤　時間がだいぶ長くなってきました。最
後になりますが、東京2020に向けて山本選手
は金メダルを取るのだという意欲に大変あふ
れていました。その金メダルを獲得するために
は、これから自分自身がやるべきこと、またサ
ポ トーも含めて何が必要ですか。
山本　僕自身がやらなければいけないことは、
技術の向上です。今34歳になるので、確実に
体力は落ちると思います。ですので、この4年
間をどのように過ごすかということです。もし
かしたら怪我をして駄目になるケースもあり
ますが、そこに至らないようにしっかり身体の
ケアをしながら続けることが一つです。
　サポ トーとして必要とすることは、日本でも
ソフト開発をどんどんして欲しいです。今は少
しずつ始まっていますが、僕たちは道具を使っ
て陸上競技をしているので、道具がより良いも
のになればいいと思います。僕自身が義足に
合わせなければいけないところもありますが、
記録が義足の開発とともに伸びているのは事
実なので、日本でも開発がより進めば嬉しいで
す。
佐藤　我々は確実に「金メダル」を期待してよ
ろしいでしょうか。
山本　頑張ります（会場拍手）。
佐藤　伊調選手は選手のままなのか、指導者
なのかを含めて、今日のシンポジウムの話の中
でどうですか。
伊調　今日は本当にたくさんの話を聞きまし
た。自分は選手としてずっとレスリングを追及
してきて、いかに狭い世界にいたのかというこ
とを実感しました。4年後に東京で選手として
やることは微妙ですが、今までのお話を聞き
ながら、自分も32歳なので、これからの人生
をレスリングだけでは煮詰まってしまうと思う
ので、しっかり勉強もしながらレスリングとい
う選択肢を選ぶかもしれませんが、もう少し時
間をかけて考えていければいいと思います。
佐藤　時間をかけるそうですが、私がその間
に口説きながら、今後の報告をいただいてい
いでしょうか（笑）。
伊調　よろしくお願いします（笑）。
佐藤　伊調選手が専修大学の選手たちの練
習を見てくれるそうなので、期待しています。
おそらく東京2020を目指すと思いますので、
皆さん、伊調選手の5連覇を期待してくださ
い。拍手をお願いします（会場拍手）。
　それでは長官、2020年に向けて行政の立場
からお願いします。
鈴木　2020年に選手として参加できる方は
一握りです。スポーツは、する、見る、支える
と言われていますが、ボランティアは7万人必
要だと言われています。いろいろな参加の仕
方があるので、それぞれ皆さんに、2020年大
会の成功のためにご協力、ご支援いただきた
いと思います。よろしくお願いします。
　行政の立場から、我々も人的・物的資源の戦
略的支援についての取り組みが必要であり、
あるいはその強化に対して最大限の支援をす
る所存です。以上です。
佐藤　馳前大臣、お願いします。
馳　僕の2020年の夢は、開会式のときにボラ
ンティアとして赤色灯を持って駐車場で案内
係をすることです。招致を頑張ったオリンピッ
クが今始まるのだということを個人的に実感
したいと思います。
　もちろん政治家として言うと、先ほども言っ
たようにスポーツ予算はまだ少ないし、アンチ
ドーピングについてまだ法律ができていませ
ん。法的にも、財政的にも、税制的にもできて
いません。税制というと、恥ずかしい話ですが、
ゴルフ場を利用する時にゴルフ場を利用する
ために税金がかかっています。今やゴルフは
お金持ちのスポーツではありません。オリンピ
ック競技にもなっているので、ゴルフ場の利用
税を廃止するなど、政治の側からできるいろい
ろなルール作りや支援、特に選手や指導者、現
場の支援をしっかりできるようにしたいと思
います。
佐藤　国際オリンピック委員会（IOC）による
オリンピック・レガシーは、「開催都市に残さ
れ得る、スポーツ、社会、環境、都市、経済の5
分野を挙げています。開会式前に経験される
ものもあれば、大会終了後、数年が経っても目
に見えない可能性もあるものである」としてい
ます。４年前のロンドン大会の成果は大変高
く評価されております。リオデジャネイロのレ
ガシーのメインコンセプトとしては、公共交通
機関やインフラなどやスポーツ施設や用具を
国際大会などで活用し、トップアスリ トーの強
化と若手アスリ トーの強化・育成にも役立てる
ことを掲げていました。実際、リオデジャネイ
ロ大会からはどんなレガシーが残ったのでし
ょうか？
　日本スポーツ界の変化は、1964年東京大
会のレガシーが活かされたと言って良いかと
思います。 金メダル16個もそうですが、東海
道新幹線や首都高速道路の整備、体育の日の
制定などが有名なレガシーとして挙げられま
す。2020年東京での夏季オリンピック、パラ
リンピックではどのようなレガシー残るでしょ
うか。
　我々としては、感動、夢、勇気といった無形の
レガシーが一番皆さんに残るのではないかと
思います。そういう意味で、今日来られた2人
がまた活躍する最高の場、東京2020で心から
湧き出るような感動を与えてもらえればと思
います。今日の研究所のシンポジウムもレガシ
ーとして残れば嬉しく思います。シンポジスト
の4名の方々に大きな拍手をお願いします（会
場拍手）。
　それでは会場の皆さんから、何かご質問が
あればお願いします。
会場からの質問：「今後の目標、なぜスポー
ツを続けるのか」
伊調　私は金メダルをぶら下げていますが、
満足していません。金メダルを目標にやってい
たわけではなく、いいレスリング、自分が納得
できるレスリングを追及してここまでやって
きました。それがまだ達成されていないので、
これからの目標になると思います。
山本　僕自身は自分のためではありますが、な
ぜやっているか簡単に言うと、陸上競技が楽
しいからです。陸上競技を通して、僕自身が世
の中に伝えられるものがすごく大きいと考え
ています。何が大きいかと言うと、まず一つは
パラアスリ トーであることです。パラアスリー
トがメディアに出る数は、北京から比べると何
百倍にもなっています。今まで置き去りにされ
てきた部分をどう引っ張っていくのかという
ところで、パラリンピックの地位的な部分の向
上は、自分がしなければならないかと言えばそ
うではないかもしれません。
　パラアスリ トーとしての僕自身の心情は、多
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分、皆、足がなくなって義足でかわいそうと思
っています。けれども、ここではそれを乗り越
えて頑張っているから頑張ってというお涙ち
ょうだいでもありません。僕自身はいつもアス
リ トーです。しかも、足がなくなったから頑張
っているのではなくて、陸上競技として成績を
より良くする、金メダルを取る、世界記録を出
すことを目指してやっています。
　今はちょうど変換期だと思います。ですの
で、パラアスリートの競技力がより上がって、
そこに「すごい」という感動を与えられる1人に
なれたらいいと思っているので今も続けてい
ます。今後はそれを生かして指導者になりたい
と思っているので、大学院にも行って勉強もし
ています。
佐藤　本日は大変多くの皆様にご参加いただ
きまして、誠にありがとうございました。シンポ
ジストの皆さまに大きな拍手をお送りください。
齋藤　皆さん、有難うございました。シンポ
ジウムの方々、どうも有難うございました。そ
れでは最後になりましたが、スポーツ研究所元
所長の野呂進先生が閉会の挨拶をします。
野呂　私は前の前の前に研究所所長をしてい
た商学部の野呂進です。本日は長い時間、有難
うございました。このシンポジウムを通じ、オ
リンピック、パラリンピックのレガシーを未来
に生かすために、まずは大会そのものをアスリ
ートファーストの視線で捉えることが必要な
ことがよく理解できたと思います。また、アス
リートだけでなく、私たちのような大学側も、
オリンピック、パラリンピックにいろいろな形
で関わることで、そのレガシーを我々の未来に
向けて生かせると再認識しました。
　レガシーをテーマにした我々スポーツ研究
所のシンポジウムは、今回で9回目となりまし
た。本日のシンポジウムでも、また新たな知
見を得ることができました。このようにシンポ
ジウムをひとつのきっかけとして、スポーツの
持つ価値について幅広く情報を共有し、スポ
ーツを楽しみ、そしてスポーツを通じた社会開
発、未来開発につなげていけるかと考えてい
ます。
　シンポジストの皆さん、本日は大変お忙しい
中、本当に有難うございました。今後ともより
一層のご支援・ご協力をお願いします。会場
の皆さんも、本日はお忙しい中、ご参加頂きま
して誠に有難うございました。簡単ではありま
すが、閉会の挨拶とします。
閉会の挨拶：野呂進・専修大学スポ ツー研究所顧問開会の挨拶を行った佐竹弘靖・専修大学スポ ツー研究所長
